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総合討論 発言１   糖尿病外来診療における動脈硬化検査の必要性 

武田クリニック  

武田 浩 

 

【はじめに】糖尿病治療のターゲットはミクロからマクロアンギオパチィーへと

なってきている。定期的に測定結果を患者に説明し、患者診療意欲を高めること

によってドロップアウトを防ぐ必要性がある。 

【目的】baPWV の改善例において他のパラメータをレトロスペクティブに検討

し、糖尿病外来診療における動脈硬化検査の必要性を確認する。 

【対象と方法】当院通院糖尿病患者のうち 2002 年 4 月より、2003 年 7 月の間に

723名の baＰＷＶおよび、収縮期血圧、拡張期血圧、体重、ＢＭＩ、食後血糖、

ＨｂＡ１ｃ、ＴＣ、ＴＧ、ＨＤＬ－Ｃ、尿中ミクロアルブミンを測定した。さら

にこの患者群のうちほぼ 1年間経過観察しえた 221名中、血圧が悪化し、baＰＷ

Ｖが改善しえた患者で来院時間がほぼ一致している（１時間以内）群 40名におい

て、他のパラメーターの変化を検討した。この間のパラメーターは 2002年 4月か

ら7月、2003年4月から7月の平均値を用いた。統計学的検討で相関に関しSpeaman、

比較は Wilcoxon t-testを利用した。 

【結果】収縮期血圧と baPWV には正の相関があるが、収縮期血圧の上昇を伴い

ながら baPWV の改善をみた糖尿病患者においては、食後血糖の改善が見られて

いる。 

【検討】血圧依存のないＣＡＶＩをパラメーターに加えることで，baＰＷＶが改

善しえなかった例を含めての解析を今後の検討課題としたい。 
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